
26

会　　場日　時 会　　場日　時 会　　場日　時
8:40～9:10
9:40～10:10
10:40～11:30
13:00～13:30
13:50～15:00
9:00～11:00
13:00～15:00
9:00～11:00
13:00～15:00
9:30～10:00
10:20～11:00
12:30～13:30
13:50～14:30
9:00～9:40
10:10～11:00
12:30～13:30
14:00～14:30
9:00～9:20
9:40～10:00
10:20～10:40
11:00～11:30
13:00～13:20
13:40～14:00

14:20～14:40田原西小
海道小
陽東小
城東小
西原小
ふれあい農園駐車場
とちぎ福祉プラザ
横川
清原
姿川中央小
姿川第一小
若松原中
新田小
戸祭小
宝木小
明保小
上欠団地集会場
古田公民館
西下ヶ橋公民館
JA芦沼倉庫
上河内保健センター
上小倉自治公民館
今里集落センター

宮山田運動場
9:00～10:00
10:30～11:40
13:10～13:40
14:00～14:40
9:00～11:00
13:00～15:00
9:00～11:00
13:00～15:00
9:30～10:00

10:30～11:00

12:50～13:30

13:50～14:30
9:50～10:20
10:50～11:30
13:00～13:50
14:20～14:50
8:50～9:40

10:00～10:40

11:00～11:30

13:00～13:30
13:50～14:30コンセーレ南側駐車場

市営大谷駐車場
姿川学習センター体育館
南
姿川
雀宮
平石
県動物愛護指導センター
茂原健康交流センター
みずほの自然の森公園
イベントスペース
平出工業団地公園
駐車場
平出サッカー場
東の杜公園
上籠谷運動場駐車場
JA竹下農業倉庫
エコパーク板戸
宝木
パルティとちぎ男女共同
参画センター第2駐車場
県農業試験場

宇都宮美術館駐車場
JA豊郷支所

9:00～11:00
13:00～14:30
9:00～11:00
11:30～12:00
13:30～15:00
9:00～10:00
10:20～12:00
13:30～15:00
9:00～9:30
9:50～10:20
10:50～11:20
12:50～13:20
13:40～14:40
9:00～10:10
10:30～11:20
12:50～13:20
13:50～14:20
9:40～10:20
10:40～11:10
12:40～13:30
14:00～15:00

保健所

陽南プール
上下水道局
宇都宮東年金事務所
河内
田原
上河内
北山霊園
下田原運動場
東岡本公民館
岡本
御幸ヶ原公民館
国本
ろまんちっく村第3駐車場
富屋
篠井
雀宮体育館
南図書館
サン・アビリティーズ
瑞穂野

3日
（金）

5日
（日）

6日
（月）

7日
（火）

9日
（木）

10日
（金）

12日
（日）

13日
（月）

15日
（水）

16日
（木）

18日
（土）

9日（木） 16日
（木）

19日
（日）

20日
（月）

22日
（水）

24日
（金）

犬　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い

主
に
は
、
飼
い
犬
に
対
す
る
生

涯
1
度
の
登
録
と
、
年
に
1
度

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
動
物
病
院
　
料
金
や
手
続
き

方
法
な
ど
は
、直
接
、各
動
物
病

院
へ
。注
射
後
は
、
注
射
済
票
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。動

物
病
院
で
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
直
接
、

生
活
衛
生
課
（
竹
林
町
・
保
健

所
内
）、
保
健
と
福
祉
の
相
談

（
市
役
所
１
階
）、
各
・
・

へ
。

■
集
合
注
射

▽
日
時
・
会
場
　
下
の
表
の
通

り
。

▽
費
用
　
注
射
料
金
＝
１
頭

３
５
０
０
円
。
登
録
料
＝
１
頭

３
０
０
０
円
（
未
登
録
者
）。

▽
持
ち
物
　
必
要
事
項
を
記
入

し
た
「
平
成
27
年
度
狂
犬
病
予

防
注
射
の
お
知
ら
せ
」
は
が
き

（
既
登
録
者
）。ふ
ん
処
理
袋
。

▽
注
意
事
項
　
会
場
に
は
、
首

輪
・
引
き
綱
を
し
っ
か
り
付
け

て
、
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。車
の
場

合
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

保
健
所
・
各

な
ど
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。飼
い
犬
の
体
調
に

不
安
が
あ
る
場
合
は
、
か
か
り

つ
け
の
動
物
病
院
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合

犬
の
死
亡
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
市
外
か
ら
転
居
し
た
場
合

鑑
札
を
お
持
ち
の
上
、
登
録
事

項
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
　
直
接
、
生
活
衛
生
課
、

保
健
と
福
祉
の
相
談
、
各
・

・
へ
。な
お
、
市
外
に
転
居

す
る
場
合
は
、
転
居
先
の
市
町

村
へ
。

■
そ
の
他
　
犬
鑑
札
・
注
射
済

票
は
、
必
ず
装
着
し
て
く
だ
さ

い
。

問
生
活
衛
生
課
☎（
626
）１
１
０

９

◎ありがとうございました(敬称略)　■市民活動助成基金へ　▽清水造園▽宇都宮屋台横丁▽池澤設計▽
▽沼子典司。問みんなでまちづくり課☎（632）2288
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の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
接
種
さ
せ
て
く
だ
さ
い

4月に実施する狂犬病予防集合注射日程表

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

方
法

犬
の
死
亡
届
と
登
録
事
項

変
更
届
の
提
出
方
法

文
化
・
教
養

ス
ポ

ツ

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品・住所・氏名・ふりがな・応募する壇名を書き、毎月20日（消印有効）
までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。問広報広聴課☎（632）202837

柳 壇 荒井宗明 選

お
で
ん
鍋
囲
み
命
を
暖
め
る

●
竹
林
町
　
小
堤
　
き
み

◎
選
評
　そ
の
昔
、
横
道
へ
入
る
と
「
お
で
ん
・
か
ん
酒
」
と
書
か
れ
た
看
板
や
提
灯
が
や
た
ら
目
に
付
い
た
も
の
だ
。
そ
し

て
中
に
入
る
と
、
ま
ず
夜
勤
帰
り
の
強
張
っ
た
顔
が
解
け
、
お
で
ん
に
腹
が
温
ま
る
と
、
命
の
在
り
処
が
分
か
る
よ
う
な
気
に

な
る
の
で
あ
る
。

申
告
の
や
っ
と
終
っ
た
い
い
寝
息

平
松
本
町
　
鶴
牧
三
千
弥

妻
は
猫
夫
は
犬
と
す
る
話

西
川
田
南
１
丁
目
　
笹
沼
　
秀
臣

渡
り
鳥
帰
る
と
田
畑
動
き
出
す

茂
原
２
丁
目
　
野
口
　
久
弥

と
り
あ
え
ず
ほ
ほ
え
ん
で
お
く
初
対
面

南
町
　
小
島
　
澄
子

 歌 壇 安野登美子 選

蒼
穹
の
空
へ
切
り
込
む
男
体
の

山
襞
深
く
雪
の
輝
く

●
下
岡
本
町
　
高
尾
　
信
尚

◎
選
評
　晴
れ
た
日
の
日
光
連
山
は
凛
と
し
て
美
し
い
。
蒼
い
空
に
「
切
り
込
む
男
体
」、
刃
物
で
切
り
込
み
、
鋭
い
冷
た

い
切
り
絵
の
よ
う
に
在
る
男
体
。
「
山
襞
深
く
雪
の
輝
く
」
波
打
つ
山
襞
に
白
く
輝
く
雪
。
あ
た
か
も
作
者
の
姿
が
消
さ
れ

た
か
の
詠
法
。
し
か
し
、
男
体
山
に
真
向
か
う
凛
と
し
た
作
者
が
存
在
す
る
。

羽
黒
山
春
を
告
げ
る
や
臘
梅
の
香
り

漂
ふ
頂
に
立
つ中

岡
本
町
　
五
味
田
ユ
リ
子

軽
ト
ラ
に
山
積
み
さ
れ
て
苺
箱
春
の

香
り
を
街
へ
届
け
り下栗

町
　
大
塚
　
榮
子

早
春
の
風
に
揺
ら
れ
て
咲
く
沈
丁
花

に
老
い
た
る
こ
こ
ろ
清
し
く
な
り
ぬ

陽
南
２
丁
目
　
菅
谷
ヤ
ヱ
子

ホ
ツ
ホ
ツ
と
紅
梅
白
梅
ふ
く
ら
み
て

春
の
お
と
づ
れ
待
ち
こ
が
れ
を
り

戸
祭
２
丁
目
　
林
　
　
佳
子

俳 壇 星田一草 選

ふ
ら
こ
こ
は
ふ
は
り
と
宙
へ
夢
乗
せ
て

●
中
岡
本
町
　
中
沢
　
智
子

◎
選
評
　ふ
ら
こ
こ
（
ぶ
ら
ん
こ
）
に
は
幼
時
か
ら
今
日
ま
で
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
幼
友
達
と
の
思
い

出
。
母
と
な
り
子
の
背
を
押
し
な
が
ら
の
母
子
の
会
話
。
夢
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
日
の
ぶ
ら
ん
こ
。
「
ふ
は

り
」
と
の
措
辞
に
現
在
の
心
境
（
夢
）
が
語
ら
れ
て
い
る
。

回
覧
板
訃
報
の
夜
の
余
寒
か
な

雀
の
宮
２
丁
目
　
松
本
き
よ
子

深
雪
晴
れ
竹
起
き
上
が
る
音
た
て
て

緑
２
丁
目
　
横
尾
　
静
子

蕗
の
と
う
ぬ
る
め
の
燗
で
友
を
待
つ

関
堀
町
　
片
山
　
正
夫

小
川
に
は
さ
く
ら
の
舟
が
流
れ
て
る

豊
郷
中
央
小
　
峯
田
　
一
樹

り
ん

ひ
だ

や
ま

あ
お

ち
ょ
う
ち
ん

こ
わ
ば

か

あ

柳　壇
荒井 宗明 選

歌　壇
安野 登美子 選

俳　壇
星田 一草 選

大賞準大賞 ジュニア 大賞準大賞ジュニア 大賞準大賞
市
民
俳
歌
柳
壇

　
　平
成
26
年
度
年
間
賞

　
平
成
26
年
４
月
号
〜
27
年
３
月
号
の
「
市
民
俳
歌
柳
壇
」
コ
ー
ナ
ー

に
掲
載
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
左
の
通
り
、
優
れ
た
作
品
が
「
年
間
賞
」

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

　
入
賞
者
に
は
、
後
日
、
記
念
品
を
送
付
し
ま
す
。

　
問
広
報
広
聴
課
☎（
632
）２
０
２
８

病
室
の
子
と
ひ
つ
そ
り
と
鬼
や
ら
ひ

緑
２
丁
目
　
石
川
　
弥
生

ま
つ
す
ぐ
に
見
つ
め
返
し
て
大
鼬

茂
原
３
丁
目
　
原
田
　
正
雄

大
根
引
く
八
十
路
を
こ
え
し
老
い
と
老
い

野
沢
町
　
渡
辺
　
明
広

七
夕
で
か
な
え
て
や
る
ぞ
ぼ
く
の
夢

横
川
中
央
小
　
大
関
　
涼
太

日
向
ぼ
こ
同
じ
話
の
姉
妹

岩
曽
町
　
毛
利
　
主
税

破
る
子
の
い
な
い
障
子
も
張
る
師
走

中
今
泉
５
丁
目
　
丸
田
　
守

友
の
名
へ
我
が
名
重
ね
て
訃
報
欄

西
３
丁
目
　
江
部
　
政
司

冬
空
に
木
々
の
梢
の
す
か
し
彫
冷
た
き
風
は
白
雲

流
す

戸
祭
台
　
赤
羽
　
ス
ミ

の
つ
そ
つ
と
猫
も
体
を
投
げ
出
し
て
我
が
輩
は
な

ん
て
顔
し
て
そ
べ
る

中
岡
本
町
　
中
沢
　
智
子

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
梅
雨
の
晴
れ
間
の
昼
下
が
り
思
ひ

が
け
な
い
訪
問
者
来
ぬ

緑
２
丁
目
　
片
嶋
　
青
水

七
夕
の
夜
空
見
あ
げ
て
書
き
だ
そ
う
こ
の
短
冊
に

願
い
を
込
め
て

雀
宮
中
　
熊
倉
　
美
穂

ミヤリーマークは
ジュニアの句・首です。




